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洪水による円山川水系の植生動態
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要　　旨

　2004年10月20日に来襲した台風23号により，円山川水系では大規模な洪水が発生し，河川植生が大きな

影響を受けた．

　本報告では，洪水前後の河川植生の動態を把握するため，2004年10月の洪水前，12月の洪水直後および

2005年10月の洪水一年後において，円山川中流域の3地区とその支流の八木川，大屋川の計5地区で現存植

生調査を行った．その結果，次の点が明らかとなった．(1）ツルヨシ群集とシナダレスズメガヤ群落は，洪

水により大半が流出したが，洪水一年後には残存した地下茎により回復する傾向が認められた．(2）カワラ

ハハコ群落は，洪水により，群落の約3分の１が流出し，洪水一年後にも流出部の回復はみられなかった．

(3）セイタカアワダチソウ群落とオオブタクサ群落は，洪水により表層土とともに流出した地点では回復し

なかったが，砂泥などが堆積した低水敷から高水敷の広い範囲で分布を拡大する傾向が認められた．
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はじめに

　2004年10月20日に台風23号が来襲し，円山川中流域

の和田山・八鹿・大屋・立野などの各地では，降り始め

からの2日間（19日0時～20日24時）で合計200 ｍｍ以

上の降雨が続くなど大規模な集中豪雨をもたらした（神

田，2005）．また，この豪雨に伴って，立野上流では最

大流量が戦後最大の推定4900ｔ/sを記録するなど（社団

法人日本技術士会防災特別委員会・近畿支部防災研究会・

災害対策会議，2005），円山川やその支流で激しい洪水

が発生した．このため，河原固有植物や外来植物などを

含む河川植生が大規模に流出するなど大きな影響を受け

た．このように洪水の影響を大きく受けた円山川水系に

おいて，洪水前後の植生の変化やその後の植生の回復状

態などの河川植生の動態を把握することは河川植生を管

理する上で非常に重要であると考えられる．

　兵庫県但馬県民局八鹿土木事務所は河川植生に与える

台風23号による洪水の影響を重視し，平成16年10月の

洪水前と12月の洪水直後および平成17年10月の洪水一

年後の3期にわたり河川植生の動態を調査した．著者ら

は，これらの調査結果を兵庫県但馬県民局八鹿土木事務

所・国土環境株式会社(2004)および兵庫県但馬県民局八

鹿土木事務所・国土環境株式会社(2005)にまとめたが，

本稿は，このうち，現存植生などの資料やそのほか主要

な結果について報告したものである．
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調査方法

調査地区の概要

　本調査は，兵庫県朝来市生野町円山を源とし，但馬地

方の中央部を北に流れ，日本海に注ぐ円山川の中流域と

その支流である八木川，大屋川の3河川を対象とした．

調査地区は円山川中流域に位置する兵庫県豊岡市赤崎，

養父市大藪，養父市米地と，養父市八木川，養父市大屋

川の5地区とした（図１）．調査地区は，典型的な河川植

生のツルヨシ群集や外来植物群落などが分布し，立地環

境によりそれぞれ異なった洪水の影響を受けた場所を選

定した（表１）．

調査方法

　現存植生の調査は2004年10月初旬～中旬，2004年12

月初旬～中旬および2005年10月下旬の3期実施した．本

調査は，基本的に兵庫県県土整備部土木局河川課河川計

画室（2002）に基づき，植物社会学的な手法により調査

を実施し，群落単位は兵庫県県土整備部土木局河川課河

川計画室（2001）に従って区分した．また，本調査で作

成した2004年の洪水前後および2005年の洪水一年後の

現存植生図をもとに各群落面積を算出した．

　ベルト・トランセクト調査は2004年12月初旬～中旬

および2005年10月下旬の2期実施した．河川横断の測量

を行って植生断面図を作成した後に，測線上の植生につ

いて本調査を行った．測量の範囲は堤防の法肩までとし，

地形の変曲点および植生の変化点を中心にレベル測量を

行った．また，低水敷では1 ｍ×1 ｍのコドラートを概

ね5 mおきに，高水敷では2 ｍ×2 mのコドラートを概

ね10 mおきに連続的に設置し，基本的に，兵庫県県土

整備部土木局河川課河川計画室（2002）に基づいて被度・

群度を記録した．なお，横断測線の比高については，2005

年度の各調査地区の水面の高さを0 cmとした．

結　　　果

１．調査地区全体における現存植生の動態

　洪水前の2004年10月，洪水直後の12月および洪水一

年後の2005年10月の各植生区分の面積の変化を表2に

示した．

　洪水直後から洪水一年後にかけて，面積が減少・消失

した植物群落は，全体の約4割にあたる19群落であった．

クサソテツ群落，アレチウリ群落やネコヤナギ群集の3

群落では，洪水直後に群落が完全に消失し，洪水一年後

も確認されなかった．このほか，ミゾソバ群集，カサス

ゲ群落やキクイモ群落など9群落では洪水直後に面積が

表1　調査地区の概要

図1　調査地区の位置，現存植生図およびベルト・トランセクト調査位置図

調査地区は，赤崎地区，大藪地区，米地地区，八木川，大屋川の5地区．各調査地区における太線は現存植生図作成範囲を示す．ま

た，赤崎地区，大藪地区，米地地区の調査範囲における点線はベルト・トランセクトの設置位置を示す.
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減少し，洪水一年後に完全に消失した．また，オギ群集，

アキメヒシバ- ヤハズソウ群落やタチヤナギ群集の3群

落では，洪水直後，洪水一年後に面積の減少したほか，

ススキ群落とネザサ- ケネザサ群落では，洪水直後に変

化はみられなかったが，洪水一年後に面積が減少した．

　一方，洪水直後から洪水一年後にかけて，面積が増加

した植物群落は，全体の約4割にあたる17群落であった．

ヤナギタデ- オオクサキビ群集，クサヨシ- セリ群集やツ

ルヨシ群集などの11群落では，洪水直後に面積が減少し

たが，洪水一年後には面積が増加した．また，ジュズダ

マ群落，オオアレチノギク- ヒメムカシヨモギ群落，メ

リケンカルカヤ群落などの4群落では，洪水直後に変化

はみられなかったが，洪水一年後に面積が増加した．こ

のほか，コセンダングサ- アキノエノコログサ群集とア

ブラナ属の一種群落は，洪水後に行われた河川整備など

人為的な影響を受けた場所で洪水一年後に面積が増加し

た．

　このように，洪水後に全体の約8割の植物群落で面積

の増加・減少などの変化が生じたが，洪水の影響により，

特に植物群落の面積が2調査地区以上で同様な変化をし

た群落について表3にまとめた．

　一年生草本群落では，ミゾソバ群集は，低水敷に分布

した本群落に，洪水により砂泥が厚く堆積したため，洪

水前の面積が洪水直後に51%まで減少し，その後，洪水

一年後に完全に消失した．また，ヤナギタデ‐オオクサ

キビ群集は洪水により大半が流出したが，洪水一年後に

は水際など湿潤な砂礫地で拡大したほか，新たに群落が

成立した場所も認められ，洪水前の面積が約1,500％ま

で著しく増加した．このほか，カナムグラ‐アキノノゲ

シ群集や外来植物群落のセイタカアワダチソウ群落とオ

オブタクサ群落では，洪水により，表層土ごと群落の流

出した場所や砂泥の堆積した場所がみられ，洪水前の面

積が洪水直後に約60%～70%まで減少した．これらの群

落は，洪水一年後には，表層土ごと流出した場所では群

落が大きく回復しなかったが，砂泥の堆積した低水敷か

ら高水敷の広い範囲では群落が回復または拡大したほ

か，新たに群落が成立した場所も認められ，洪水前の面

積の約80～190％まで増加した．

　多年生草本群落では，ツルヨシ群集，ヨモギ群落やカ

ワラハハコ群落と外来植物群落のシナダレスズメガヤ群

落は，洪水により大半が流出し，洪水前の面積が洪水直

後には約25～45%まで減少した．このうち，ツルヨシ群

集とシナダレスズメガヤ群落については，洪水一年後に

は残存した地下茎により回復する傾向が認められ，前者

で洪水前の面積の60％，後者で91％まで面積が増加し

た．また，ヨモギ群落は，洪水一年後には，洪水により

薄く砂泥が堆積した高水敷で群落が拡大し，洪水前の面

積の約184％まで増加した．このほか，カワラハハコ群

落は，洪水一年後も洪水直後の面積とほぼ同様であった

が，水際よりやや比高の高い低水敷の礫地で新たに群落

の成立した場所が認められた．また，オギ群集，ススキ

群落，ネザサ- ケネザサ群落，キクイモ群落，オニウシ

ノケグサ群落は，洪水により一部が流出して面積が減少

し，洪水一年後には前出のカナムグラ- アキノノゲシ群

集やヨモギ群落など近傍の他植物群落の拡大により，群

落がさらに減少・消失した．

　木本のタチヤナギ群集とネコヤナギ群集では，洪水に

より，水際に分布した群落の一部または全てが流出し，

洪水一年後に回復傾向はみられなかった．

２．赤崎地区における現存植生の変化

　赤崎地区は，川幅が概ね200～300 ｍと広く，河道は

下流に向かって右へ蛇行しており，洪水により，低水敷

では右岸で主に浸食作用，左岸で堆積作用を受けた場所

である（付図１）．

　右岸低水敷では，洪水前に分布したツルヨシ群集やヨ

モギ群落の大半が流出したほか，カワラハハコ群落の一

部が表層土の礫ごと流出して，洪水直後には広く自然裸

地が形成された．しかし，洪水一年後には，ツルヨシ群

集は洪水時に残存した地下茎を主体に一部でやや回復し

たほか，新たにヤナギタデ‐オオクサキビ群集が湿潤な

砂礫地に広く成立した．その一方で，カワラハハコ群落

は，洪水一年後には洪水直後とほぼ同様の分布状況で

あった．

　左岸低水敷では，全域に土砂が堆積したため，洪水前

に分布したミゾソバ群集やカナムグラ‐アキノノゲシ群

集などの一部が完全に埋没し，洪水直後には広範囲にわ

たり自然裸地が形成された．また，これらの群落の近傍

に分布したオギ群集などネザサ- ケネザサ群落などの場

所も同様に土砂の堆積がみられた．洪水一年後には，ミ

ゾソバ群集が完全に消失したほかに，ツルヨシ群集，オ

表3　洪水の影響を受けた植物群落の面積割合の変化
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ギ群集やネザサ- ケネザサ群落などがやや減少した一方

で，カナムグラ‐アキノノゲシ群集が洪水前よりも著し

く拡大した．

３．大藪地区における現存植生の変化

　大藪地区は，円山川と大屋川の合流点にあたり，川幅

が概ね150～300 ｍと広く，河道はやや直線的であり，洪

水により，低水敷で主に浸食作用を受けた場所である（付

図２）．

　低水敷では，洪水前に礫地に広く分布したツルヨシ群

集やシナダレスズメガヤ群落の大半が流出または倒伏

し，洪水直後には礫などを主体とした自然裸地が広がっ

た．しかし，洪水一年後には，洪水時に残存した地下茎

を主体に，これらの群落は洪水前の分布とほぼ同様な範

囲まで回復した．また，洪水前に分布したオオブタクサ

群落やセイタカアワダチソウ群落なども大半が流出し，

洪水直後には自然裸地となったが，洪水一年後もほぼ同

様に自然裸地の状態であった．このほかに，セイタカア

ワダチソウ群落が流出した場所の一部で，洪水一年後に

カワラハハコ群落が新たに確認された．

　また，洪水により流路の一部に土砂が堆積して形成さ

れた自然裸地の水際では，洪水一年後にヤナギタデ‐オ

オクサキビ群集が新たに確認された．

４．米地地区における現存植生の変化

　米地地区は，調査範囲内に2つの堰があり，川幅が概

ね100～200 ｍで，河道は下流に向かって左に緩やかに

蛇行しており，洪水により，堰上流側で堆積作用，堰下

流側で浸食作用を受けた場所である（付図３）．

　堰上流側では，洪水前にミゾソバ群集，オギ群集，カ

ラムシ群落，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ

群落などに広く砂泥が堆積したほか，流路の一部に土砂

が堆積し，洪水直後に自然裸地が形成された．洪水一年

後には，砂泥の堆積があった場所で，ミゾソバ群集，カ

ラムシ群落が消失し，オギ群集が減少した一方で，オオ

ブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落が拡大した．

この他に，流路の一部に形成された湿潤な自然裸地では，

洪水一年後に新たにヤナギタデ‐オオクサキビ群集が成

立した．

　堰下流側では，洪水前に分布したツルヨシ群集の大半

が流出して，洪水直後に自然裸地が形成された．しかし，

洪水一年後には，洪水時に残存した地下茎を主体に，草

丈は低いもののツルヨシ群集の大半が回復したほか，水

際で新たにヤナギタデ‐オオクサキビ群集が成立した．

５．八木川における現存植生の変化

　八木川は，川幅が広い箇所で概ね80 ｍとやや細く，

河道はやや直線的であるため，洪水により，低水敷で強

い浸食作用を受けた場所である（付図４）．

　低水敷では，洪水前に礫地に広く分布したツルヨシ群

集の大半が地下茎ごと流出したほか，水際に分布したタ

チヤナギ群集とネコヤナギ群集は全て流出し，洪水直後

に礫などを主体とした自然裸地が広く形成された．洪水

一年後には，わずかにツルヨシ群集の回復がみられた程

度で洪水前に分布したタチヤナギ群集などは確認され

ず，広く自然裸地が残存した状態であった．

６．大屋川における現存植生の変化

　大屋川は，川幅が概ね100～200 ｍ，河道はやや直線

的であり，洪水により，低水敷で主に浸食作用，高水敷

の一部で堆積作用を受けた場所である（付図５）．

　低水敷では，洪水前に礫地に分布したツルヨシ群集の

大半が流出したほか，ヤナギタデ‐オオクサキビ群集が

全て流出し，洪水直後に自然裸地が広く形成された．し

かし，洪水一年後には，ツルヨシ群集は洪水時に残存し

た地下茎を主体に大半が回復したほか，水際で新たにヤ

ナギタデ‐オオクサキビ群集が成立した．

　高水敷では，洪水前に分布したススキ群落，セイタカ

アワダチソウ群落，ヨモギ群落，オニウシノケグサ群落

などの範囲に薄く砂泥が堆積し，洪水一年後には，スス

キ群落などの分布が減少した一方で，セイタカアワダチ

ソウ群落やヨモギ群落の分布が拡大した．

７．河川横断における植生の動態

測線1（赤崎地区右岸）

　本測線は，洪水により，低水敷の流水路側では浸食作

用，低水敷の堤防側および高水敷では堆積作用を受けた

箇所である（付図６）．

　低水敷の植生の変化をみると，洪水直後は，比高約0

～1.1 ｍの範囲には大半が流出または枯死したヨモギ群

落が分布し，洪水一年後は，その範囲のうち水際（比高

約0.5～0.7 ｍ）にヤナギタデ－オオクサキビ群集が分布

した．比高約1.1～2.1 ｍの範囲には，洪水直後は，群落

の一部が削られたカワラハハコ群落が分布し，洪水一年

後も本群落が洪水直後とほぼ同様の範囲（比高約1.1～

2.2 ｍ）に分布した．

　高水敷の植生の変化をみると，洪水直後に，砂土が堆

積して大部分が自然裸地となったが，洪水一年後は比高

約1.9～6.6 ｍの範囲にカナムグラ‐アキノノゲシ群集

が，その上部の比高約6.8～7.0 ｍの範囲にオオブタクサ

群落が新たに分布した．

測線2（大藪地区）

　本測線は，洪水により，低水敷の右岸側で堆積作用，

左岸側で浸食作用を受けた箇所である（付図６）．

　右岸低水敷の植生の変化をみると，洪水直後は，比高
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約1.5～2.0 ｍの範囲に薄く砂土が堆積して大半が枯死

したヨモギ群落が分布したが，洪水一年後は，カナムグ

ラ‐アキノノゲシ群集が分布した．

　左岸低水敷の植生では，洪水直後は，比高約0.4～1.7 

ｍの範囲に大半が流出または枯死したツルヨシ群集や自

然裸地が分布したが，洪水一年後は，草丈の低い状態で

あるがツルヨシ群集が回復した．また，比高約1.9～2.3 

ｍの範囲には，洪水直後は，シナダレスズメガヤ群落の

大半が倒伏または流出したが，洪水一年後は，ほぼ同様

の範囲にシナダレスズメガヤ群落が回復した．比高約1.1

～2.3 ｍの範囲には，洪水直後は，大半が枯死したセイ

タカアワダチソウ群落が分布したが，洪水一年後は，一

部の植生が変化し，比高約1.4～2.3 ｍの範囲にセイタカ

アワダチソウ群落が回復したほか，比高約1.1～1.6 ｍの

やや低い位置の礫地にツルヨシ群落が分布した．

測線3（米地地区堰上流）

　本測線は，洪水により，低水敷で堆積作用を受けた箇

所である（付図７）．

　低水敷の植生の変化をみると，洪水直後は，右岸の比

高約0.3～0.4 ｍの範囲に自然裸地が形成され，洪水一年

後はヤナギタデ‐オオクサキビ群集が分布した．また比

高約1.3～3.2 ｍの範囲には，洪水直後は，ツルヨシ群集

が分布したが，洪水一年後は，同範囲に繁茂したオオブ

タクサの上部をクズ群落が被覆していた．左岸の比高約

0.4～1.3 ｍの範囲には，洪水直後は，自然裸地やクサヨ

シ‐セリ群集が分布したが，洪水一年後は，オオブタク

サ群落が広く分布した．

測線4（米地地区堰下流）

　本測線は，洪水により，低水敷で浸食作用を受けた箇

所である（付図７）．

　低水敷の植生の変化をみると，洪水直後は，比高約0.4

～2.1 ｍの範囲に大半が流出または枯死したツルヨシ群

集が分布したが，洪水一年後にはツルヨシ群集が回復し

た．
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付図４　洪水前後及び洪水一年後の八木川における植生の変化
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付図６　植生断面図の比較（測線1・測線2）



円山川水系の植生動態

65―　　―

付図７　植生断面図の比較（測線3・測線4）




